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VI．広野火力発電所における環境保全林創造の

　　　ための植生学的提言

　広野火力発電所を始め新しいエネルギー基地や産業立地の建設は，単に諸施設の設置にとどま

らず，その周辺部も含めて二三・問接の地域への影響，植生，立地など広域的な環境の改変が生

じることも少なくない。大規模な産業立地の建設は，地域の環境，景観が直接，閥接に改変され

る。したがって生きものとともに健全で持続的に生きつづけ，繁栄を続けていくためには，その

土地の自然を十分に把握し，自然の許容範囲内でのエネルギー基地，産業立地の環境形成を行な

うことが求められる。

　とくに広野地区一帯は，太平洋に面した海岸線が南北にながく延びており，海に晦接面したと

ころにはアカマツ林（ヤマツツジーアカマツ群集，アカマツ植林）が，内陸側の集落や水田，畑

地の耕作地に対する防風林，防潮林，防砂林など環境保全林として守られてきている。各河川の

下流域にはイヌコリヤナギーオノエヤナギ鮮落，ヨシ群落などの自然植生が多く残されている。

また，ケヤキ林（オオモミジーケヤキ群集他）やコナラ，クリの二次林（クリーコナラ群集他）

も比較的多く残されている。

　広野地区は海からの強い西風をまともに受ける臨海部であり，その植生もヤブツバキクラス域

とブナクラス域の接点域にあたっている。地域的特性の強い緑により形成されている広野地区の

緑の環境保全，環境創造は，安易な外来種の導入による，単なる都市公園的発想によるデザイン

や美槻だけが追求された，いわゆる気緑化。では不十分である。古くから安定した地域の緑の豊

かさを確保しつづける使命がある。蔽接間接の災害防止機能も含めて，防音，遮断，空気の浄

化，集じんなど環境保全，環境浄化そして健全な環境を創造し，保証する本格的な環境保全林と

は，その土地で数百年来住民と共存，共栄をし，あるいは自然景観の主役であった郷土種による

ふるさとの森が最も望ましい。

　広野火力発電所は最新技術により建設が進められている。住民やそこに働く人々の持続的な生

存環境，生活環境を将来にわたり保証するためには，もっとも間違いの少ない方法で多様な効果

が期待される緑の環境づくりが求められている。それは，その土地の許容するミ郷土種によるふ

るさとの森。の創造によって初めて可能である。

1．現存植生の利用

　広野火力発電所の敷地内には，アカマツ林，コナラ林を中心とする森林植生が比較的多く現存

している。これらの林分は，植林あるいは二次林であるが，高木履，低木層，草本繕の多層構造

であり，林内にはピサカキ，シキミなど潜在自然植生の構成種が生育している。また，森林植生
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を支え得るだけの有機質，無機質に富む表層土の蓄積もみられる。したがって，発電所の諸施設

に関連した土地利用の改変が予定されていない土地では，現存するアカマツ林，コナラ林などの

i森林植生を残すことによって，積極的に広野火力発電所の環境保全林として利用することが望ま

れる。

　現存するアカマツ林は，大部分が植林である。高木履を優占するアカマツの他に，二次的にコ

ナラ，クリ，イヌシデ，タンナサワフタギ，ガマズミなど夏緑広葉樹，アズマネザサなどササ類

が繁茂している。潜在自然植生の構成種であるタブノキ，ウラジロガシ，アラカシ，ピサヵキ，

シキミ，サカキなどは，少ない個体数にとどまっている。今後，このアカマツ林を広野火力発電

所の境界環境保金林，構内環境保全林として，最大限の機能を果たさせるためには，タブノキ，

ウラジロガシ，アラカシなど常緑広葉樹を繁茂させ，自然度の高い常緑広葉樹林へ遷移させなけ

ればばならない。そのために，Fig．57で示されているように，アカマツ林内にその立地の潜在

自然植生の構成種と，とくに将来高木に生長するタブノキ，アラカシ，ウラジロガシ，アカガシ

などの幼木の補記を行なう。スギ植林でも岡様である。

2．基盤づくり

　発電所建設工事にともなって改変が行なわれた土地，無梢生地であっても，敷地の境界，各施

設の周辺などには環境保全林が新しく創造されなければならない。

　新しい環境保全林の創造にあたっては，以下に示される留意点が植生学的兇地から提書される。

　（1）郷土種の利用

　（2）密梢と多層構造による相乗効果

　（3）ポット苗などの幼苗木の利用

　（4）マウンド造成による立地の安定

　㈲　表層土の還元

　（6）林縁植生の確保

　（7）敷きわらによる多面的効果

3．植栽後の管理

　産業立地に創造される環境保全林は，大津積であり，その維持管理の軽減が求められる。従

来，樹木の維持管理といえば，灌水，施肥，除菓，病虫害防除，枝打ち，整形など多くの作業と

膨大な経費を必要としてきた。そこで広野火力発電所を始めとする本格的な環境保全林の創造に

あっては，これらの作業を軽減して，将来放置しておいても，健全な生育ができる林分への配り

ょが必要である。植栽時に行なわれた前項ω～（7）はすべて維持管理の軽減につながる。

　ポット苗，幼笛木を密植してやることによって，植栽後2～3年で小さくても密閉した林を形

成し，植物相互の競争と共存効果が働くため，ほとんどの維持管理を必要としない。
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　　　　　　　Fig。57　現存するアカマツ林を利用した環境保全林。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．58　急傾斜地の樹木植栽例。
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摘 要

　福島県南東部に位置する広野地区およびその周辺域の地域植生誌的調査研究が行なわれた。調

査対象区域は福島県双葉郡広野町（東京電力広野火力発電所）を中心とした半径30klnの範囲で

ある。1979年から1981年3月頃かけて調査対象区域およびその周辺域において約250地点で植物

社会学的な野外植生調査が行なわれた。ついで，室内作業による組成表作蔵によって群落単位が

決定された。さらに調査対象区域の現存植生図，自然度園（縮尺1：65000）および広野火力発

電所構内の現存植生図，潜在自然植生図（縮尺1：5000）が描かれた。

　福島県広野地区およびその周辺域で明らかにされた群集，群落およびその植生学的体系は以下

の通りである。

　歪．　ヤブツバキクラス

　　　ヤブツバキオーダー

　　　　　トベラ群団

　　　　　　　マサキートベラ群集

　　　　　ヤブコウジースダジイ群団

　　　　　　　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　　　イノデータブノキ群集

　　　　　サカキーウラジロガシ群鷹1

　　　　　　　シキミーモミ群集

　2．　ブナクラス

　　　シオジーニレオーダー一

　　　　　サワグルミ鮮団

　　　　　　　クリンユキフデーケヤキ群落

　　　ササーブナオーダー

　　　　　スズタケーブナ群団

　　　　　　　ヒトツバカエデーブナ群落

　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　　　　クヌギーコナラ群集

　　　　　　　クリーコナラ群集

　　　　　　　タリーミズナラ群集

　　　　　　　タマブキー：コナラ群落

　　　　　　　クリ群落

　　　　　　　ミズナラーサヨウブ群落
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　　　　ケヤキ群団

　　　　　　クマワラビーケヤキ群落

　　　　　　オオモミジーケヤキ群集

　　　　アカマツ群団

　　　　　　ヒメコマツ群落

　　　　オーダー。群団未決定

　　　　　　アブラツツジーイヌブナ群落

　　　　　　タリーイヌブナ群落

　　　　　　ヤシャブシ群落

3．　ノイバラクラス

　　オーダー未決定

　　　　クサギーアカメガシワ群団

　　　　　　クサギーキブシ群落

　　　　オーダー・群団未決定

　　　　　　ベニバナニシキウッギーウッギ群落

　　　　　　タマアジサイーヤマブキ群落

4．　オノエヤナギクラス

　　コモチマンネングサータチヤナギオーダー

　　　　イヌコリヤナギ群1覇

　　　　　　イヌコリヤナギーオノエヤナギ群落

　　ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー

　　　　ネコヤナギ群団

　　　　　　ネコヤナギ群集

5．　ハマボウフウクラス

　　ハマボウフウオーダー

　　　　コウボウムギ群団

　　　　　　コウボウムギ群落

　　　　群団未決定

　　　　　　ハマニンニク群落

　　　　　　コウボウシバ群落

6．上級単位未決定

　　　　ボタンボウフウ群睡：1

　　　　　　ラセイタソウーハマギク群；集

7．　ススキクラス



　　ススキオーダー

　　　　トダシバーススキ群団

　　　　　　ススキ群落

8．　ヨシクラス

　　ヨシオーダー

　　　　ヨシ群団

　　　　　　シオクグ群集

　　大形スゲオーダー

　　　　ホソバノヨッバムグラー大形スゲ群団

　　　　　　カサスゲ群集

　　　　オーダー・群団未決定

　　　　　　アゼスゲーショウブ群落

　　　　　　ドク・ぜリ沼羊落

　　　　　　エゾノサヤヌカグサ群落

　　　　　　ヤチカワズスゲーサワギキョゥ群落

9．　ヨモギクラス

　　ヨモギオーダー

　　　　チカラシバーヨモギ群団

　　　　　　ユウガギクーヨモギ群集

　　オーダー・群団未決定

　　　　　　シラネセンキュウーアカソ群落

　　　　　　ハナウド群集

　　　　　　どロードスゲーオギ群落

10．　クラス未決定

　　オオバコオーダー

　　　　ミチヤナギ群団

　　　　　　カゼクサーオオバコ群集

　　　　　　カワラスゲーオオバコ群集

　　　　カモジグサーギシギシ群幽

　　　　　　ギシギシ群落

割．　ヒルムシqクラス

　　ヒルムシロオーダー

　　　　ヒルムシロ群団

　　　　　　ヒルムシロ群落
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12．　タウコギクラス

　　タウコギオーダー

　　　　十月クサキビーアメリ嘱目ンダングサ群団

　　　　　　ヒメジソーミゾソバ群落

　　　　　　オオイヌタデーアメリカセンダングサ群落

13．　シロザクラス

　　ツユクサオーダー

　　　　ナギナタコウジューハチジョウナ群団

　　　　　　ナギナタコウジューハチジョウナ群集

　　　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　　　　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　　オーダー・群団未決定

　　　　　　ヤクシソウータケニグサ群集

　　　　　　ヒメムカシヨモギーオオァレチノギク群落

14．　上級単位未決定の群集・群落

　　　　　　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　　　ヤシャゼンマイーナルコスゲ群落

　　　　　　セキショウ群落

　　　　　　ミツデウラボシ群落’

　　　　　　ハマエンドウ群落

　　　　　　コブナグサーアカバナ群落

広野地区およびその周辺域の植生の特性として以下の点が指摘される。

1．　ヤブツバキクラスの代表的常緑広葉樹林であるスダジイ林（ヤブコゥジースダジィ群集）

　の分布のほぼ北限域にあたる。ヤブツバキクラスの植生はいわき市内の仁井田町，常盤白鳥

　町などにヤブコウジースダジイ群集が，いわき市大久保，双葉郡浪江町，槍葉町などのシキ

　ミーモミ群集のよく発達した林分が現存している。また，いわき市塩屋崎ではマサキートベ

　ラ群集の生育が認められた。ヤブツバキクラスの現存林分の多くはいずれも入為的影響下に

　あり，また林分も小規模で，点状の分布を示している。

2．　ブナクラス（丸葉広葉樹林）の植生は，大きくコナラーミズナラ林，ケヤキ林，モミーイ

　ヌブナ林に区分される。コナラ林はヤブツバキクラス域から二次林として広く分布し，クヌ

　ギーコナラ群集，クリーコナラ群集など3群集1群落に区分された。ケヤキ林は渓谷部に成

　立する自然林として調査対象区域に小規模な林分が点状に分布している。気候の冷涼化を主

　要因としてオオモミジーケヤキ群集など1群集2群落に区分された。モミーイヌブナ林は調

　査地区の代表的な落葉広葉樹高木林であり，いわき市夏井州渓谷，背戸峨廊，双葉郡郭公山
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　　などに発達した林分が見られる。地形的条件，海抜高の差に応じてタリーイヌブナ群落，ア

　　ブラツツジーイヌブナ群落，ヒトッバカエデーブナ群落の3群落が認められた。

　3．海岸砂丘植生では4群落が，低湿地に発達するヨシクラスの植生として3群集4群落が認

　　められた。森林の林縁部に成立するノイバラクラス植生としてベニバナニシキウツギーウツ

　　ギ群落ほか2群落が，河川敷に成立するヤナギ林として1群集1群落が区分された。

　4．広野地区を広く覆う植林にはクロマツーアカマッ林，スギ植林，カラマツ植林などが見ら

　　れる。クロマッーアカマッ林は4群落に区分された。耕作畑地はブナクラス域を中心に分布

　　しているナギナタコウジューハチジョウナ群集とヤブッバキクラス域に広く分布しているカ

　　ラスビシャクーニシキソウ群集が認められた。また耕作放棄水田では土壌条件に対応して3

　　群落が識別された。

　5．広野地区の植生はヤブッバキクラス域上限からブナクラス域下部に位置している。南部海

　　岸沿い低地ではやブコウジースダジイ群集，マサキートベラ群集などのヤブツバキクラス植

　　生が成立する。一方，標高200mから上部はモミーイヌブナ林が生育し，さらに500m以高で

　　はブナも混生する。ケヤキ林，コナラ林，さらに砂丘植生，低湿地草原，路傍雑草群落，畑

　　耕作地雑草群落に至るまでヤブツバキクラス域を中心に生育する植生とブナクラス域を中心

　　に生育する植生が見られた。

　植生調査とともに広野地区の代表的な森林植生に対し土壌調査が行なわれ，土壌断爾図が記載

された。

　さらに，植物社会学的な調査研究結果をもとに，広野地区における環境保全林形成のための植

生学的な提言が行なわれた。また東京電力広野火力発電所構内の環境保全林創造についての具体

例が示された。
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Zusalnmenfassun9

　Von　1979　bis　1981　wUrde　eine　gebietsmonographische　Untersuchung　der　Vegetation

von　Hirono　und　seiner　Umgebung　an　der　pazifischen　K且ste　Japans　（SO－Teils　der

Prafektur　Fukushima）im　Ge1琶nde　durchgef曲rt。　Durch　tabellarische　Bearbeitung　der

Vegetationsaufnahmen　sind　Vegetationseinheiten　festgestellt　wordent：

　1．Camellietea　laponicae　MiyawakietOhba1963

　　　Cameliietaha　japonicae　OdaetSumata1969

　　　　　Pittosporion　tobira　NakanishietSuzuki1973

　　　　　　　Euonymo－Pittosporetum　tobira　Miyawakieta1，1971

　　　　　Ardisio－Castanopsion　Miyawakieta1。1971

　　　　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldiiSuz．一Tok．etHatiya1951

　　　　　　　Polysticho－Perseeturn　thunbergiiSuz∴Tok．1952

　　　　　Sakakieto－CycIobala簸opsioll　SuganumaetSuz∴Tok．1965

　　　　　　　111icio－Abietetum　firmae　Suz∴Tok．1961

　2．Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　Fraxino＿Ulmetalia　Suz．一Tok．1967

　　　　　Pterocaryio簸rhoifoliae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　　　　Po砂go観規sκ∬幽間雛Z61々。紹∫θ77酒粕Gesellschaft

　　　Saso＿Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok．1966

　　　　　Sasamorpho－Fagion　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　　　　〆1667（々∫ちソ1κ1麗一、FαgκS　o7θπα如一Gesellschaft

　　　Quercetalia　serrato－grosseserratae　MiyawakietaL！971

　　　　　Carpinio－Quercion　serratae　Miyawakietal．1971

　　　　　　　Quercetum　acutissimo－serratae　Miyawaki1967

　　　　　　　Castaneo－Quercetum　serratae　Okutomi，TsujietKodaira1976

　　　　　　　Castaneo－Quercetum　crispulae　HorikawaetSasaki1959

　　　　　　　Cσcα1∫α！αげα7α⑳♂∫α一Qκθγoκssθ77α’α一Gese11schaft

　　　　　　　C鋸彪7z6αoγ6πα渉α一Gesellschaft

　　　　　　　Qκ67℃κsη¢oπgo〃。αvar．970∬o∫877σ雄一αθ地7α∂α7∂加67房∫一Gesellschaft

　　　　　Zelkovion　serratae　Miyawakieta1．1977

　　　　　　　Z）リノ02う’6万sZα6θ7α一Zθ♂々。ジσsθ77α如一Gesellschaft

　　　　　　　Aceri　amoeni－Zeikovetum　serratae　Ya．Sasaki！979
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　　　Pin1orl　deRsiflorae　SuzだTok．1956

　　　　　Pガπκs1ウα7〃げ10γα一Gesellschaft

　　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung　u．　Verband

　　　　　Eη屠α泌乃％ssκ∂s6∬〃ガs－Fαg多‘sノαメ）o擁。α一Gesellschaft

　　　　　Cαsオα％6α　oγθκαオσ一Fα8・％sブαρo％ガ。α一Gesellschaft

　　　　　／1伽％sガη％α一Gesellschaft

3，Rose．．tea　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung

　　　ClerodeRdro－Mallotion　japonicae　Ohba！971

　　　　　αθア04θπ470匁〃ガ6ぬ。’o彫κη¢一S渉αoん夕κ7κsρ7α6coκ一Gesellschaft

　　　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung　u．　Verband

　　　　　仰z6ガg6Zα4εoo7αf．％雇ooZoγ一。Z）6班gガα07θη磁α一Gesellschaft

　　　　　耳y4γαπgθα腕〃。‘κ07認α一Kθ7万αブ彰》o痂。α一Gesellschaft

4．　Salicetea　sachalinensis　Ohba1973

　　Sedo－Salicetalia　subfragilis　Okuda1978

　　　Salicion　integrae　MiyawakietOkuda1972

　　　　　Sα♂∫κ加オθg7α～εαZ㍑sαoぬα〃％θπsお一Gesellschaft

　Aino－Sahcetaha　serissaefohae　Ohba1973

　　　Sahcio頁gracilistylae　Ohba1973

　　　　　Salicetum　gracilistylae　Minamikawa1963

5．GIehnietea　littoraIis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　Glehnietalia　littoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　Caricion　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　Cα7θκん。δo辮κ9ムGesellschaft

　　　Noch　nicht　best圭mm亡er　Verband

　　　　　Eち，〃zκε吻。〃∫s－Gesellschft

　　　　　Cα7α加‘駕πα一一Gesellschaft

6．　Noch　頗cht　bestimlnte　Klasse　u．　Ordnu頁g

　　　Peしlcedanion　japon董cae　Ohba1971

　　　　　Boehmerio　bilobae－Chrysanthemetum且ipponici　Nakauishi
　　　　　　　1980

7．Miscanthetea　sinensis　Miyawakiet．Ohba1970

　　Miscantheもalia　sineIIsis　MiyawakietOhba1970

　　　Arundi簸ello－Miscanthion　sinensis（Suz．一ToketAbe1959）ex．Su一
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　　　　　ganuma　1970

　　　　　Mガscαπ地〃s　s切θηsガs－Gesellschaft

8．Phragmitetea　Tx．etPrsg．1942

　　Phrag11ユitetalia　eurosibirica　Tx．etPrsg．1942。

　　　　Phragmition　W．K：och1926

　　　　　Caricetum　scabrifoIiae　MiyawakietOhba！969

　　Magnocaricetalia　Pign．1953

　　　　GaIio　brevipedunculato－MagnocaricionMiyawakietKazueFu茸一

　　　　　wara　1970

　　　　　Cごzγθκ渉ぬκκわ6γ9ガーノ吐oo7κs　oαZα〃¢％s　val’．σ多‘g多6s∫αオ％∫一Gesellschaft

　　　　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung　u，　Verband

　　　　　Cガ。雄αθか03αvar．刃ψρo加6α一Gesellschaft

　　　　　L召¢7s如。ηzo認6s－Gesellschaft

　　　　　Cσ7θκo〃z彪κα一ゐ。∂6〃σs6∬〃琢）μσ一Gesellschaft

9．Artemisietea　principis　MiyawakietOkuda1972

　　Artemisietalia　principis　MiyawakietOkuda1972

　　　　Penniseto－Arternision　principis　Okuda1978

　　　　　Kalimerio－Arternisietum　principis　Okuda1978

　　Noch　nicht　bestimmte　Ordし1nug　u．　Verband

　　　　　〆1π86〃。αメ）oZ．y〃30ゆぬα一β09乃彫67zα〃ガ。％sメ）ガ∫一Gesellschaft

　　　　　HeracIeetum　moeIlendorffiiMiyawak1etOkし［da1978

　　　　　Cα7θκプθ4ガαvar．〃z砂σδθガーMガ5cαη酌あs　sαooぬσγげ！07あs－Gesellschaft

10，　Noch　nicht　bestimlnte　Klasse

　　Plantaginetalia　asiaticae　Miyawaki1964

　　　　Polygonion　avicularis　laponicumMiyawaki1964

　　　　　Eragrostio　ferruginei＿pIantaghletum　asiaticaeTx．1977

　　　　　Carici　incisae＿plantaginetum　asiaticae　Tx．1977

　　　　Agropyro　kamoli－Rumicioll　laponicae　MiyawakietOkuda1972
　　　　　ノ～κ〃z6κブαヵ。疵。麗s－Gesellschaft

11．Potamogetonetea（Potametea）Tx．etPrsg．1942

　　Potamogetonetalia（Potametalia）W．．Koch1926

　　　　potamion　eurosibiricumW．．Koch1926

　　　　　Po’α〃zo8’ε’oη　（ガ3ガ7¢o渉μs－Gesellschaft

12．Bidentetea　tripartitae　Tx．，LohmetPrsg．1950
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　　　Bidentetaha　tripartitae　Br．一BLetTx．エ943

　　　　　Panico－Bidention　frondosae　MiyawakietOkuda1972

　　　　　　　MosJα4ガαη議6γσ一Po妙goπκ〃z訪κπわθ7gガーGesellschaft

　　　　　　　∫）o砂goπ〃〃zη040∫κ初一βガ4θπs／70η（Joεα一Geseilschaft

13．　Chenopodietea　Br．一BI．1951

　　　CommeiinetaIia　communis　Miyawaki1969

　　　　　Elsholtzio　ciliatae－Sonchion　brachyotisMiyawaki1969

　　　　　　　Elsholtzia　ciliata－Sonchus　brachyotis－Ass．Miyawaki1969

　　　　　Cypero－Mollugion　strictae　Miyawaki1969

　　　　　　　Pinellia　ternata－Euphorbia　pseudochamaesyce－Ass．Miyawaki

　　　　　　　エ969

　　　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung　u．　Verband

　　　　　　　Youngio　deaticulatae－Macleayetum　corda亡aeOhba！975

　　　　　　　E万gθ70／zcα7¢α46／zsガε一E万gθ70ηsκ〃zαオγθπ∫ガ翫Gesellschaft

14．Noch甫cht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　　　　　　Hydrangeo　involucratae－Eupteleetum　polyandrae　Miyawaki

　　　　　　　et　al．1964

　　　　　　　0s辮κκ4α」ακcθα一Cα紹κcκ7厩ω〃ガs－Gesellschaft

　　　　　　　／1ア∫乃γβκoη　ノz∫3メ）∫4κs－Eカ∫10Z｝fκ〃zρ♪，77ゴ。／zoloヵ乃z4〃z－GeseUschaft

　　　　　　　．400γκsg7αア％腕θκs－Gesellschaft

　　　　　　　Cりψs融多‘3ぬα∫放伽∫一Gese！王schaft

　　　　　　　ゐα魏夕r麗∫ブσヵ。紹。κs－Gesellschaft

　Es　wurde　die　reale　und　die　potentielle　natUrliche　Vegetation　sowie　der　Nat｛蓬rlichkei－

tsgrad　der　VegetatioR　des　Hirono－Gebietes　und　seiner　Umgebung　in　30　km　Umkreis　im

MaBstab　1：6500　kartiert，　Auch　f額r　Areal　des　Hirono－Kraftwerks　wurden　Karten　der

realen　und　der　pQtentiellell　nat紅rlichen　Vegetation　im　Ma3stab　1二5000　erstellt．

　Obwohl　man　sich　in　dieser　Gegend　nahe　der　Nordgrenzen　des　A　r　d　i　s　i　o－Castano－

psietum　sieboldii　unddes　Illicio－Abietetum　firmaeder　Camelii－

eteajaponicaebefindet，　g三bt　es　noch　gut　entwickelte　Bestande　beide　Assoz重ationen．

AndellFelskastenkommtauchdas　Euollymo－PittospOretum　tobiravor．

　111der　Fagetea　crenatae－Stufe　wachsen　rneist　u飢er　menschliche　EinfluBdie

Q粥κ〃ss6〃・α如一Walder，　die　Z6Z々。ひαsθηα峰W巨lder　und　die茄∫θs方柳α一Fαgκs

ブαρ磁。α一walder．

In（量enK註stend怠nen　kommen　dle（lieRasender　GlehnietaHa　Htoralis　mi亡4
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Gese王重schafte簸，　Phragmiteteamit　4　Geseiischaften　an　der　Ufer　und　die　Rosetea

multiflorae　als　Waldrandgesellschaften　vor．

　Der　gr6Bte，　Teil　der　Flache　ist　heute　bedeckt　von　Ersatzgesellschaften　wie　P加κs

オ乃κアzわ679ガー∫）ガπκs　46πsゲJo7α一Forsten，　Cγツメ》≠o駕α7ガα　ノごz＿か。πガ。σ一　und　∠，αプ∫κ　々α6〃22げ8プゴー

Forsten　sowie　Ackerunkrautgesellshaften　der　Pinelha　ternata－Euphorbia

psendocharnaesyce－Ass．　im　Camellietea　japonica研Gediet　und　der

Elshoitziaciiiata－Sonchus　brachyotis－Ass．imFageteacrenatae－
Gebiet．

　　Auf　Grund　dieser　vegetationskundlichen　Gela且deforsch眼gerl　mit　vegetationskundlichen

Kartierungen　werden　konkrete　Vorschlage　gernacht，　wie　die　Umweltschutzwalder　anzu．

pflanzen　und　zu　entwickeln　sind．
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